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I 問題と目的
近年，ボランティア活動への関心は高く，内閣府の調査（2006）においては，参加希望者が6割以
上いることが示されている。また園部ら（2008）は，ボランティア活動に携わっていなくても，機会
やきっかけがあれば参加を希望している潜在的ボランティア活動希望者が多いことを示唆している。
これらのことから，現在では多くの人がボランティア活動に強い関心を抱いていると推察される。ま
た，ボランティア活動への参加領域は多く，例えば大学生や保護者などによる学校現場での学習サポ
ート，地域住民による緑化活動や清掃活動などがある。さらに，緊急時においては災害支援や被災者
支援，国際支援なども広義のボランティア活動であるととらえられる。これらは他者を援助する活動，
つまり援助を授与する行動である。高木（1998）は，援助に関する行動の意思決定過程モデルとして，
①援助者が行う援助授与行動，②被援助者が行う援助要請行動，③被援助者が行う援助への返礼行動
があることを示している。上記のボランティア活動は①に含まれる行動であると判断できる。
では，②に関してはどうであろう。「援助要請」（help-seeking）というキーワードに関しては，「被
援助」というキーワードで同義に用いられていることも多い（田村石隈，2006など）。社会心理学の
分野においては西川高木（1989）が親密性との関連を，島田高木（1995）が意思決定過程の分析な
どを取り上げている。また，学校心理学の分野においては山口ら（2004）などが，悩みの深さやソー
シャルサポート知覚との関連を検討している。さらに森岡（2007）は，メンタルヘルス領域において，
心理的精神的な問題を抱えた際の医療機関や相談機関への援助要請が有効であることを論じている。
以上のことから，援助要請の研究とは，問題を抱えた人が援助サービスを求める行動を対象としてい
ることが読み取れる。特にコミュニティ心理学の観点からは，問題の治療よりも予防に焦点が当てら
れており，さらに学校現場においても治療的援助よりも予防的援助が不可欠であることが示されてい
る（石隈，1996）。このことから，適宜他者に援助要請を行うことは，不適応状態の予防につながる可
能性をもつと判断できる。つまり，問題を抱えた個人が，事態をよりよい方向に進めるために行う援
助要請を研究対象として取り上げることは大きな意義があるといえよう。
しかし，不適応行動を予防する観点から援助要請を取り上げた研究はどのくらいあるのであろうか。
水野石隈（1999）においては，援助要請に関連する要因として，①デモグラフィック要因（性差年
齢教育レベル文化的背景），②ネットワーク変数（ソーシャルサポート事前の援助体験の有無），③パ
ーソナリティ変数（自尊心帰属スタイル自己開示），④個人の問題の深刻さ症状の4領域があるこ
とを指摘している。また，野村五十嵐（2004）においては，①生物学的要因（性差年齢症状），②
心理学的要因（個人的特性援助要請に関わる情報と知識など），③社会学的要因（ソーシャルサポートソ
ーシャルネットワークなど）の3領域をあげている。これらの提言より，援助要請研究においては，年
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齢は大きな要因のひとつであることがうかがえる。つまり，発達段階を踏まえた検討が必要であると
いえよう。いずれの発達段階においても適切に援助要請をしていくことは重要である。昨今では中学
生の学校不適応の問題は看過できず，特にいじめ暴力行為などに関しては，文部科学省（2007）が
問題行動を起こす生徒に関する通知を出すなど，より深刻な社会問題となっている。このことから，
中学校期は解決困難な事態に遭遇することが多く，不適応の予防や教育相談的な介入が不可欠な年齢
であるといえよう。しかし，適宜他者に援助を要請することにより問題の重篤化は予防できると考え
られる。そこで，本研究では中学生の援助要請に関する研究文献を概観し，中学生の援助要請の実態
を把握するとともに，今後の教育相談的援助サービスの提供充実に向けた示唆を得ていくこととす
る。そこで，文献研究の形式で研究を進めていく。なお上記でも述べたが，援助要請は英語において
「help-seeking」とされているが，日本においては研究者により「援助要請」あるいは「被援助行動」，
「被援助志向性」などととらえられている。本研究においては，上記の用語を，研究者によるとらえ
方よりも，より広く研究の実態を把握するために，ほぼ同義であるととらえ，検索キーワードとして
いく。なお，本稿の文献研究は国内の研究を対象としている。その理由として，援助要請に関しては
文化的背景が大きな影響を与えること（水野石隈，1999;野村五十嵐，2004），わが国と欧米諸国で
は援助要請に関する価値観が異なること（野崎，2003b）などがあげられる。本稿の目的は，日本の中
学生の援助要請の実態を把握するとともに，不適応の予防に関する示唆を得ていくことである。そこ
で，国内の文献を対象とし，近年の動向や課題を調査していくことに焦点を絞ることとした。
II 方 法
1.文献検索
①国立国会図書館NDL-OPAC（雑誌記事検索）および②国立情報学研究所CiNi（NII論文情報ナビ
ゲータ）を用いることとした。検索に際しては，「援助要請」「被援助志向性」「被援助行動」とともに，
「相談行動」の4つを検索キーワードとして，各年の研究の動向を把握するべく1970年から2008年
7月までの期間を設定し，上記の2種類を用いて文献検索を行った。その結果，「援助要請」に関し
ては，①で66件，②で89件，「被援助志向性」に関しては，①で25件，②で34件，「被援助行動」
に関しては，①と②ともに2件，「相談行動」に関しては，①で5件，②で7件の論文が検索された。
その後，①と②で重複している文献および複数の検索キーワードでヒットした文献の整理精選など
を行うとともに，研究の対象となる発達段階および内容等での分類を実施した。その結果，「援助要
請」では67件，「被援助行動」では1件，「相談行動」では4件，「被援助志向性」では21件の文献
が抽出された。中学生を対象とした文献は25件であった。結果を以下に示す（Table.1）。
さらにその後，「教育相談」および「中学生」をキーワードとし，①および②を用いて検索を行い，
中学生の援助要請に関連する文献にあたったところ，10件の文献が抽出された。これらより，内容
や領域の重複やその他の要因を踏まえて取り上げる文献を選択し，本研究では合計31件の文献から
中学生の援助要請を概観していく。
2.文献の分類
中学生の援助要請に関わる全31件の文献のうち，11件が学習場面における援助要請を取り上げた
研究であった。野崎（2003a）においては，社会心理学分野の位置づけである援助要請と区別するため，
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特に学習行動における援助要請を学業的援助要請と表記している。そこで，11件を学業的援助要請
に関する文献としてカテゴリー化することにした。なお，本研究の対象は中学生であり，①学校教育
相談的な見地からの援助サービス提供を探索していくこと，②中学生が教師に対し，学習の面での援
助サービスも期待していること（岩瀧，2008）などから学業的援助要請サービスも検討することによ
って，教育相談への示唆を得られると判断したため，文献研究の対象として取り上げる。
III 結 果
1.学業的援助要請
学業的援助要請に関わる文献を概観したところ，①援助要請の質（4件），②他の変数との関連（達
成目標コンピテンス動機づけ，7件）に分類できたため，それぞれについて紹介していく。
① 援助要請の質
4件の文献の概要を以下に示す（Table.2）。野崎（2003b）は，学業達成を促進させる肯定的な学業
的援助要請は道具的援助要請（適応的援助要請自律的援助要請）であり，直接的な回答ではなく，ヒ
ントや助言を求めることや，後に自分一人で問題解決をしていこうとするきっかけになることを指摘
している。一方，直接的に答えを求め，援助要請の前後に自分一人で問題解決に取り組まない否定的
な学業的援助要請は実行的援助要請（依存的援助要請）であることも指摘している。そして，学業的援
助要請研究においては，要請者の性や発達段階というデモグラフィックな要因が関与していることを
論じ，特に発達段階に関しては，援助要請が質的に変容していくことを述べている。さらに，他の要
因として，コンピテンスに関しては他者に援助を求めるという自分に否定的な情報に反応して防衛的
になる「傷つきやすさ仮説（vulnerabilityhypothesis）」の関与を示し，コンピテンスが低い者に影響
することを述べている。また，達成目標志向性に関しても，目標を質的に分類して検討していくこと
を指摘している。援助要請対象者については，親密性や役割の関与を論じている。
継続研究として，野崎石井（2005）は，学業的援助要請の質を加味した上で，援助要請対象者と
の関連を検討している。援助要請対象者として友人教師をあげ，質の異なる学業的援助要請の生起
を分析している。その結果，教師への援助要請は適応的援助要請の，友人への援助要請は依存的援助
要請の特徴をもっていることが示された。また，生徒は「教師は生徒からの援助要請を好意的にみて
いる」と認知していること，依存的理由から学業的援助要請を行う生徒は，教師が好意的に学業的援
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Table.1 キーワードごとに検索された論文数
分類 援助要請 被援助志向性 被援助行動 相談行動 合計
総説 3 1 1 0 5
小学生 1 0 0 0 1
中学生
臨床 9 2 0 2
25
学習 12 0 0 0
高校生 2 0 0 2 4
大学生 20 9 0 0 29
成人
就労者 3 3 0 0
24
母親 2 0 0 0
医療 8 0 0 0
教師 2 6 0 0
高齢者 3 0 0 0 3
その他 2 0 0 0 2
助要請を受け取らないと認知しているために回避傾向にあることが確認されている。
瀬尾（2007）に関しては，野崎（2003b）などと同様に援助要請を質で分類するととともに（「適応的
援助要請」に関しては，「自律的援助要請」と定義している），中学生各自の学習観やつまずきとの関連を
検討している。この研究においては，自律的援助要請を促進させるのは「方略失敗活用志向」の学
習観や自分自身のつまずきを明確にしていこうとすることであると論じられている。さらに，中学生
が依存的援助要請を行う理由としては，丸暗記結果重視の学習観が影響している可能性をあげてい
る。このことから，中学生に対しては，学習上の失敗を積極的に活用しようとすること，結果だけで
なくプロセスも大切にすることと同時に，つまずきを明確化する方略を示唆していくことにより，自
律的援助要請が促進されることを提言している。
さらに，瀬尾（2008）では，学業的援助要請に対し，中学生が認知している教師の指導スタイルや
サポートがどのように関与しているのかを分析している。ここでは，教師主導型の指導スタイルは生
徒の依存的援助要請を引き起こす可能性が示された。しかし，自律的援助要請に関しては，相互対話
型指導の影響は確認されなかった。そこで，今後の研究において自律的援助要請を促進させる指導ス
タイルを探索し，教育実践に役立てていくことが提言されている。また，教師がサポート的であるこ
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Table.2 援助要請の質に着目した研究（学業的援助要請）
No. 研究者 援助要請研究の進め方 他の主な変数 主な結果
1 野崎
（2003b）
学業的援助要請の規定要因についての研究レ
ビュー。
援助要請者の特徴
（性発達段階コ
ンピテンスおよびコ
ンピテンス認知達
成目標社会的特性
など）
援助要請対象者の特
徴
教室環境
1.先行研究より学業的援助要請が肯定的な意味で
の道具的援助要請（適応的援助要請自律的援
助要請）と，否定的な意味での実行的援助要請
（依存的援助要請）に分類されていることを整理
指摘。
2.学業的援助要請は，学習行動の側面を強調した
自己制御学習研究と，社会的行動の側面を強調
した社会心理学分野の援助要請研究という2つ
の理論背景があることを指摘。
3.学業的援助要請が実行される際の，援助要請者，
援助要請対象者の特徴を整理。
2 野崎石井
（2005）
学業的援助要請を適応的援助要請と依存的援
助要請に分類。
対教師援助要請と対友人援助要請の質の違い
を検討。
2つの援助要請が，要請対象者の違いに基づ
き，生起する過程を把握。
要請理由
学業的援助要請に対
する教師の好みと承
認の認知
1.生徒は「対教師要請に対して，教師は好意的で
あり，それを承認している」と認知している。
2.対教師要請が適応的援助要請の特徴をもつ。
3.対友人要請は主に依存的援助要請の特徴をもつ。
4.対教師要請が適応的援助要請に影響する要因と
して，教師の好みと承認の認知がある。
3 瀬尾
（2007）
援助要請の質の違いを指摘（自律的援助要請
と依存的援助要請）。
学習観とそれぞれの援助要請の関連。
適応的な援助要請の提言。
中学生と高校生の比較。
援助要請に対し，意図レベルと行動レベルか
ら検討。
学習観
つまずきの明確化
自律的依存的援助
要請
1.方略失敗活用志向の学習観が，つまずきを明
確にし，自律的援助要請を行う。
2.丸暗記結果重視志向の学習観は，依存的援助
要請を行う傾向がある。
3.中学から高校にかけて依存的援助要請は減少し
ていくものの，自律的援助要請の変化は確認さ
れなかった。
4.依存的援助要請を抑制し自律的援助要請を促進
する教育方法の提言。そのためにはプロセスを
大切にする学習観，つまずきを明確にしていく
ことが有効である。
4 瀬尾
（2008）
学業的援助要請を自律的援助要請と依存的援
助要請に分類。
それぞれにおいて援助者としての教師がどの
ような役割を果たしているのかを検討。
教師による指導スタ
イルの認知
教師サポートの認知
1.教師主導型指導スタイルは依存的援助要請と強
く関連する。教師主導型指導は，生徒の依存的
援助要請を引き起こす可能性がある。
2.相互対話型指導スタイルと自律的援助要請との
関連は示されなかった。
3.必ずしも教師がサポート的であることが依存的
援助要請に結びつくということはない。
とは，どの援助要請にも結びつかないことが確認されたが，その理由としてはその他の要因の影響が
多大であることを指摘し，教師がサポート的な態度を提示していくことは重要であると述べている。
以上のことから，学業的援助要請を検討していく際には，適応（自律）的援助要請と依存的援助要
請とを分類し，その質の違いを踏まえていくことが重要であると判断できる。また，発達的な側面も
看過することはできず，依存的援助要請から適応的援助要請への変容を把握していくことは不可欠で
ある。つまり，中学生の学業的援助要請に関しては，中学生自身が能動的に問題解決ができるよう，
結果だけにこだわらず，プロセスを重視し，できるだけ自分自身で解決できる援助を，教師や周囲の
援助者が提供していくことが望まれているといえよう。また，野崎石井（2003）では，友人からの
援助がどれだけ解決につながるのか，あるいは教師からの援助がどれだけ効果的であるのかという検
証を行うことが提言されている。それぞれの援助者からのサービスの効果を改めて確認できる取り組
みが必要であると推察される。
② 他の変数との関連（達成目標コンピテンスなど）
主な7件の文献の概要を以下に示す（Table.3）。野崎（2003a）は，学業的援助要請に達成目標志向
性（特定の目標が設定されている傾向）が関与していることを明らかにしている。そして，学業的援助
要請においてネガティブな影響のみが指摘されていた，他者との相対的な比較により能力感を高める遂
行目標が，自律性を介して学業的援助要請にポジティブな影響ももたらしていることを指摘している。
また野崎（2004）においては，上記の達成目標志向性と学業的コンピテンスの認知（コンピテンス得
点の高低）により生徒の動機づけ形態を4つに類型化している。これによれば，熟達目標が高い群は，
教師や友人への援助要請は利益につながると認知していることを明らかにしている。また，遂行目標
だけが高い群は，教師への援助要請を脅威に感じていることを示し，先行研究の結果を支持している
ことを論じている。さらに，どの類型においても援助要請は学業達成に資するという利益の認知が多
くなされていることに言及している。
加えて野崎（2006）では，社会的比較（能力比較と意見比較）と学業的コンピテンスが援助要請に関
与することを指摘している。その中で，援助要請と学業的コンピテンスにおいては，先行研究と同様
に「傷つきやすさ仮説」を確認するとともに，意見比較の高い生徒は自分自身の理解を自己査定する
ために援助要請を行うことを示している。そして，社会的比較が自尊心に対する脅威というネガティ
ブな役割ではなく，自己理解を深めるポジティブな役割を有することを明らかにしている。
下山桜井（2003）においては，援助要請回避の理由を検討するうえで，コンピテンスの関連を検
討している。その中で，自律的な理由によって援助要請を回避することは一時的なものであることを
指摘している。そして，自律的な理由で援助要請を回避する者は，学習に対して強く動機づけられて
おり，学習方略として援助要請を積極的に活用していることを示している。
上淵ら（2004）では，援助要請を自己制御学習方略のひとつととらえ，家庭学習における援助要請
について研究を行っている。そして，野崎（2003a）と同様に達成目標に着目するとともに，援助要請
における利得感損失感に関しても言及している。これによれば，遂行目標は援助要請への損失感に
正の影響（有能さを強く認識する子どもは，援助要請をしないことによる損失が高いととらえている）を与え
ていることを示すとともに，学習目標（熟達目標とほぼ同義）への利得感は学年が上がるにつれて上昇
することを明らかにしている。さらに，援助者から得られる援助性の認知が，利得感に正の関与をす
ることを示している。
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なお，村山及川（2005）においては，援助要請の回避が必ずしも非適応的ではないことを提言し
ている。つまり，援助要請の回避は，学業成績とは関連していないことを指摘するなかで，重要なの
は援助要請を回避する行動ではなく，どのレベル（目標）で回避なのかを考慮した介入が求められる
ことに言及している。
岡田（2008）は，友人関係に焦点をあて，学業的援助要請を論じている。その中で，援助要請は友
（88）
Table.3 他の変数に着目した研究（学業的援助要請）
No. 研究者 援助要請研究の進め方 他の主な変数 主な結果
5 野崎
（2003a）
学業的援助要請への抑制態度を明らかにし，
適応的不適応的な要請形態の影響を検討。
達成目標志向性（熟
達目標と遂行目標）
コンピテンス
学業的援助要請への
態度
1.友人より教師への要請の方が，他者評価に関連
した態度を保持する傾向にある。
2.友人への援助要請には，心理的負債感を生み出
しやすい可能性がある。
3.要請形態に関係なく，学業的援助要請は友人に
行い，要請回避は教師に行う。
4.遂行目標の高い生徒が，学業的援助要請を脅威
に感じて回避する傾向が高い。
5.熟達目標が高い生徒は，学業的援助要請をより
有効な方略として認知している。
6 野崎
（2004）
コンピテンス認知と達成目標志向性をもとに
生徒の動機づけ形態を4つの類型に分け（熟
達目標と遂行目標，コンピテンス得点の高低），
学業的援助要請への影響を検討。
達成目標志向性（熟
達目標と遂行目標）
コンピテンス認知
学業的援助要請への
態度
1.熟達目標が高い型は，利益への態度が教師，友
人への学業的援助要請に正の影響。
2.遂行目標のみが高い型は，教師への学業的援助
要請を脅威に感じ，抑制をする。
3.動機づけの型にかかわらず，学業的援助要請は
学業達成に役に立つという利益の認知が一定の
影響を与えていた。
7 野崎
（2006）
学業的援助要請と社会的比較志向性および学
業的コンピテンスの関連を検討。
社会的比較志向性は，能力比較と意見比較の
2つの下位概念に分類。
友人への学業的援助要請に限定。
学業コンピテンス
社会的比較志向性
1.学業的援助要請において，社会的比較志向性は，
自尊心への脅威を背景とするネガティブな役割
ではなく，課題に対し自分の理解の程度を確認
するための積極的な手段として学業的援助要請
を活用するというポジティブな役割を果たして
いる。
2.友人への親密さの検討を提言。教師のような比
較の対象とならない他者に援助要請をする際に
自尊心が傷つく可能性を指摘。
8 下山桜井
（2003）
援助要請回避理由測定尺度の改訂。
援助要請回避理由によって，学習者の援助要
請に関する行動傾向を予測する。
コンピテンス
数学不安
1.自律的な援助要請回避は，援助要請回避傾向を
予測するとともに，援助要請傾向を促進させる
面ももつ。
2.自律的な援助要請回避は一時的なものである。
3.教育場面においては，学習方略として援助要請
スキルによる早期介入が必要である。
9 上淵沓澤
無藤
（2004）
援助要請を自己制御学習方略のひとつである
ことを指摘。
達成目標を学習目標遂行目標に分類し，家
庭内学習における利得感と損失感との関連お
よび学業的援助要請行動への影響を検討。
算数用達成目標志向
性（改）
援助要請（損失頻
度）
援助者に対する援助
性認知
1.遂行目標から，援助要請の損失感は正の影響を
示していた。
2.中学生では，遂行目標が援助要請の利得感にも
関与。有能さの自己評定の不安定さを指摘。
3.学習目標への利得感は，学年が上がることで正
の影響を与える可能性がある。
4.援助者への援助性認知が，援助要請の利得感に
正の影響。
5.援助要請の損失感より，利得感の方が援助要請
行動に影響している。
10 村山及川
（2005）
援助要請の回避方略を，目標意図レベルの
回避と行動レベルの回避に分類し，援助要請
の回避方略が非適応につながるのかを検討。
気晴らし
援助要請の回避
セルフハンディキャ
ッピング
1.行動レベルで回避的な方略であっても，目標レ
ベルで回避的でなければ非適応的にはならない。
2.目標レベルの回避が，自己制御に関与。
3.回避方略を多用する者には，積極的方略の推進
ではなく，どのレベルなのかを把握していく。
11 岡田
（2008）
友人との学習活動において援助要請，援助提
供が自律的な動機づけにどのように影響して
いるのかを検討。
友人関係への動機づ
け
学習への動機づけ
充実感
1.援助要請は友人関係に対する自律的な動機づけ
および充実感と関連している。
2.援助提供は学習に対する自律的な動機づけおよ
び充実感に関連している。
人関係における自律的な動機づけや充実感と関連していることを示し，援助要請を介して友人関係を
向上させているプロセスがあることを提言している。
以上の研究より，学業的援助要請に関しては，達成目標が大きな影響を与えていることが判断でき
る。つまり，自分自身の理解を深めたり，能力を向上させていくプロセスを重視したりする熟達目標
が，援助要請を促進させているととらえることができる。このため，学業的援助要請はネガティブな
側面ではなく，ポジティブな側面が明らかになったと判断できる。特にコンピテンスや自尊心の低さ
が援助要請の回避につながるという「傷つきやすさ仮説」が広く支持されているといえ，同様の判
断ができるであろう。また，回避する場合にも，目標のとらえ方が重要であることが指摘されてお
り，今後の研究や教育実践においては，そのとらえ方やレベルを把握していくことが求められるだろ
う。
2.臨床的援助要請
その他の文献に関しては，学校現場や家庭などにおける中学生の援助要請に関わる内容であったた
め，本稿では暫定的に「臨床的援助要請」としてカテゴリー化することとした。20件について概観
したところ，中学生の援助者（相談相手）として，友人家族教師スクールカウンセラー（以下
SC）などがあげられた。そこで，①複数を援助者とした研究（8件），②教師を援助者とした研究（6
件），③友人を援助者とした研究（3件），④SCを援助者とした研究（3件）に分類し，それぞれを紹介
していくこととする。
① 複数を援助者とした研究
8件の主な文献の概要を以下に示す（Table.4）。山口ら（2004）では，各援助者に対する中学生の被
援助志向性を検討している。そして，困難な事態に遭遇した場合，特に問題が大きい際には，家族や
友人に援助を求める者が多いことを指摘している。一方，教師やSCなどには相談をする生徒が少な
い理由として，中学生が青年期に含まれることをあげ，自立心が関与している可能性に言及している。
しかし，友人に相談をしても問題が解決しない場合もあることを考慮し，その場合の援助サービスの
あり方について検討が不可欠であることを述べている。
永井新井（2005a）は，最も大きな悩みを相談できたのは4割弱の生徒であることを指摘するとと
もに，友人に相談をしたくてもできずにいる生徒が約1割いることを明らかにしている。性差に関し
ては，女子は男子よりも多く悩みを抱えることがあり，保護者や友人に相談ができることを示してい
る。
田崎橋本（2005）は，心理的困難に遭遇した場合，中学生は援助要請を行うのか，自己援助努力
を行うのかを検討している。その結果，学年が上がるにつれて援助要請よりも自己援助努力を行う者
が増えていることを示している。加えて，自己援助努力を行う場合，問題を回避するのではなく，問
題そのものに取り組もうとする傾向が，学年が上がるにつれて大きくなることを指摘している。なお，
心理的困難に関しては，女子の方が多いことも確認している。また，継続研究（田崎橋本，2006）で
は，発達段階において援助要請への態度がどう異なるのかを検討し，中学生よりも高校生の方が援助
要請に価値を見いだしていることに言及している。
阿部ら（2006）は，言語的援助要請スキルを被援助行動の一部として取り上げ，被援助志向性およ
び援助不安との関連を検討している。ここでは，中学生が抱えている問題の領域によって被援助志向
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Table.4 複数の対象を援助者とした研究（臨床的援助要請）
No. 研究者 援助要請の進め方 他の主な変数 主な結果
12 山口ら
（2004）
悩みの経験深刻度を把握するとともに，役
割ごとに分類したソーシャルサポートに対す
る被援助志向性を調査。
悩み深刻度
被援助志向性
1.困ったときには，家族や友人に援助を求める生
徒が多い。
2.教師やSCなどへ相談する生徒の割合が少ない
ことに関しては，両価性を含んだ反抗的態度の
影響を示唆。
3.友人や家族に対しては，悩みが大きい者の方が，
被援助志向性が高い。
4.悩みの深刻さや経験は，教師への被援助志向性
と関連しない。
5.友だちに相談しても問題が解決しない場合には，
誰に相談をするかの検討が必要。
13 永井新井
（2005a）
「相談意図のない者」と「相談したくてもし
ない者」の視点から中学生の悩みとその相談
経緯を把握するととともに，相談行動の性差
について検討。
悩みの経験
悩みの相談経験
1.友人および保護者に関しては，相談した経験が
あるのは男子よりも女子が多く，相談しなかっ
たのは女子より男子が多い。
2.最も多く悩みを相談していたのは38％で友人。
3.友人に相談したくてもできないのは14％。
4.女子は男子よりも多く悩みを経験しながらも相
談をしている。
14 田崎橋本
（2005）
中学生がどのような心理的困難に遭遇してい
るのかを把握するとともに，自己援助努力群
と援助要請群に分類。
援助要請群の援助要請相手を把握。
自由記述形式 1.女子の方が男子に比べ困難な出来事に遭遇して
いる。
2.どの学年においても，他者に援助要請をした者
より，自分一人で努力した者の方が多い。
3.学年が上がるにしたがって，問題を回避する割
合は減少。
15 田崎橋本
（2006）
困難な出来事に遭遇した場合の自己援助行動
援助要請行動の分析。
中学生と高校生の援助要請に対する態度の比
較。
自己援助行動
援助要請に対する態
度
1.自己援助因子として「問題への直接的対処」「問
題からの逃避」「代償」「忍従」があげられた。
2.援助要請因子として「援助受容」「相談の価値」
「相談回避」があげられた。
3.中学生より高校生の方が，他者への相談には価
値があるととらえている。
4.中学生にとって援助要請は自己の独立を脅かす
干渉としてうけとられがちになる。
16 阿部ら
（2006）
言語的援助要請スキルと援助不安被援助志
向性との関連を検討。
自分で解決しようとしても解決できない場合，
他者にどの程度援助を求めるかを把握。
援助不安 1.友人に対する被援助志向性を高めるには，進路
の問題以外での言語的援助要請スキルを習得さ
せることで可能性が生じる。
2.教師に対する被援助志向性を高めるには，スキ
ルを高めることに加え，援助不安を低減させる
介入が不可欠である。
3.生徒に対し，教師も援助リソースのひとつであ
ることを示す。
17 水野ら
（2006）
中学生のソーシャルサポートを役割ごとに分
類し，それぞれに対する被援助志向性につい
て検討。
ソーシャルサポート 1.志向性は正の関連がある。
2.自尊感情の低い者では援助を回避する「傷つき
やすさ仮説」が支持された。
18 永井新井
（2007a）
中学生が実際に援助要請に関してネガティブ
な結果への不安を抱いているかを検討。
援助要請の生起に関し，ポジティブな結果で
ある利益とネガティブな結果であるコストに
よる影響の検討。
グラウンデッドセオリーアプローチによ
る面接調査を実施。
インタビュー 1.教師や保護者などの，大人への相談では，「大人
ゆえの能力」というポジティブな側面が予期さ
れている。
2.悩みを「いじめ」と解釈され，「大事になる可能
性」というネガティブな側面が予期される。
3.大人は話を聞いてくれず，説諭や助言になると
いうネガティブな側面が予期される。
4.友人に対しては，「同輩としての理解しやすさ」
というポジティブな側面が予期される。
5.友人に対しては「秘密の漏洩」という恐れも存
在している。
19 下開
（2008）
中学生の悩みの経験を把握するとともに，誰
に相談したのかを調査。
悩みの有無 1.過去1年間に悩みがあったのは，男子は約半数，
女子は約6割であった。
2.最も多い悩みは男子では「将来や進路」，女子で
は「友だちのこと」であった。
3.悩みに対し，8割以上が誰かに相談している。
また，相談相手として，男子は母親，女子は同
性の友だちを最も多くあげていた。
性の影響が異なることを示している。そして，被援助志向性を高めることが重要であることを指摘し，
友人への被援助志向性を高めるためには言語的援助要請スキルの習得を，教師への被援助志向性を高
めるためには援助不安を低減させる必要があり，これらを踏まえた介入が求められることを論じてい
る。
さらに，水野ら（2006）でも被援助志向性に着目している。各ソーシャルサポートと被援助志向性
には正の関連があることを指摘するとともに，相談をしても問題が解決しない可能性を憂慮する「呼
応性への心配」には負の関連があることを示している。
永井新井（2007a）においては，グラウンデッドセオリーアプローチ（以下GTA）により，中
学生に面接調査を実施し，援助要請生起に関する心的要因の探索を行っている。その結果，中学生は
援助要請に際し，ポジティブな結果とネガティブな結果を予測していることが明らかになり，相談行
動研究に関しては利益とコストという両方の視点をもつことが重要であることを指摘している。また，
友人への相談には，理解を求めやすい反面，守秘義務の心配が生じていること，大人への相談には問
題を大きく解釈されてしまう危険性が生じていることなどを明らかにしている。
下開（2008）は，小中学生を対象として，悩みや不満の有無とその際の相談相手について実態調査
を行っている。ここでは，半数以上の生徒が過去1年間に悩みや不満を抱えていたことが示されてい
る。なお，男子では「将来や進路」，女子では「友人との関係」が最も多い悩みであった。また，相
談相手として男子は母親，女子は同性の友人を最もあげていた。
以上のことから，悩みを抱えている中学生は少ないとはいえない状況にあり，他者に相談したり，
自分自身で努力したりすることによって問題解決ができるような教育相談的介入が不可欠であること
が推察される。また，友人や先輩後輩といった同年代に相談する場合と，保護者や教師などの大人
に相談する場合とでは，援助要請の生起態度行動が異なってくることが読み取れる。さらに，援
助要請や相談をすることによって考えられるポジティブな面とネガティブな面が，相談の促進や回避
に影響していることが明らかにされている。なお，多くの研究が性差に関して言及しているが，いず
れの研究においても男子よりも女子の方が，援助要請ができることを示している。すなわち，援助要
請に関し，性差は見落とせない重要な要因であることが確認された。
② 教師を援助者とした研究
6件の主な文献の概要を以下に示す（Table.5）。門田（1981）は，健康領域の中学生の悩みを把握す
るとともに，養護教諭を相談対象とした研究を行い，健康領域の悩みの把握は困難であること，保健
指導に関しては教育相談や個別指導なども踏まえる必要があることを述べている。さらに門田ら
（2005）は継続研究として，女子の保健室への来室理由に養護教諭への「相談」があること，不健康
状態にある生徒は，その多くが悩みや不安を抱えていることを明らかにしている。
内田石橋（2003）においては，中学生の教師に対する自己開示度を把握し，教育相談への示唆を
得ている。教師に対しては知的な関心事や興味をもっていることは話をしやすいものの，自分の健康
や友人関係に関しては話をしにくいことが示されている。つまり，成績や進路に関する話はできるが，
身体性友人関係については自己開示が困難であると指摘している。
また牧野米山（2004）は，生徒の学校教育相談に対する認識の調査を行っている。生徒は教師に
対して，自らの問題を受容してくれることを希望している実態が把握されるとともに，学級担任だけ
でなく，その他の教師も相談対象となりうることが確認された。
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一方，教師が相談を受けた経験の調査としては，内田井上（2007）があげられる。太田（2005）で
は，中学生を含む青年期は「大人に助けを求めにくい時期」であることが論じられているが，内田
井上（2007）の研究においては，半数以上の教師が生徒からの相談を受けている実態が明らかにされ
ており，小学校の教師よりも中学校の教師の方が，子どもから多く相談されることが論じられてい
る。
岩瀧山崎（2008a）では，パーソナリティ特性に着目しており，教師への援助要請は，問題解決に
向けた積極的な取り組みであり，知性の高さと関連していることを指摘している。さらに，他者への
援助が，援助要請を促進させていく可能性についても言及されている。
以上のことから，中学生が教師に対して援助要請が行いやすい領域があるとともに，なかなか相談
することができない領域があることが確認された。特に友人関係や自分自身の性や健康に関わる悩み
に関しては，別の援助者に相談したり，相談が回避されたりしている可能性がうかがえる。しかし，
教師に相談することによって，問題が緩和されたり，解決されたりする見解も述べられていることか
ら，教師は中学生にとって欠かせない援助者であると判断できる。中学生自身が問題解決に取り組め
るような介入（セルフケアなど），友人同士で問題解決に取り組めるような介入（ピアサポートなど）に
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Table.5 教師を援助者とした研究（臨床的援助要請）
No. 研究者 援助要請の進め方 他の主な変数 主な結果
20 門田
（1981）
中学生の心身の不安悩みの実態を把握する
とともに，養護教諭への相談状況を調査。
健康学習領域の悩
みの有無
1.健康領域の悩みに関しては無回答の者が多く，
調査内容の再検討を提言。
2.男子よりも女子の方が，相談経験がある。
3.教師は集団場面での保健指導だけではなく個別
指導や教育相談との連携が必要である。
21 門田ら
（2005）
養護教諭への悩み不安の相談状況と健康状
態の関連について検討。
養護教諭への相談経
験の有無
中学生用簡易健康調
査
1.保健室利用状況は，性差はなく，ほとんど利用
しないのが7割以上。
2.女子の来室理由のひとつとして「不安や悩みの
相談」があげられた。
3.不健康状態にある者は，不安や悩みを抱えてい
ることが示された。
22 内田石橋
（2003）
中学生の教師に対する自己開示の特徴につい
て検討。
教師に対する自己開
示
1.精神的自己の知的側面，社会的自己の公的役割
関係などの自己開示は高い。
2.身体的自己の機能，性的側面や社会的自己の私
的人間関係などの自己開示は低い。
3.成績や進路などに関しては話ができるが，身体
や性，友人関係は教師には話しにくい。
23 牧野米山
（2004）
学校教育相談を受ける側の認識について検討。教育相談における生
徒の受け止め方
1.生徒は自らの問題を受容的に対応してくれる教
師を望んでいる。
2.相談によって問題が解決するイメージを生徒は
もっている。
3.生徒は学級担任だけでなく，その他の教師も相
談の対象ととらえている。
24 内田井上
（2007）
教育相談に関する教師の意識調査。
生徒が抱えている問題に対し，早期発見の手
段を検討。
教育相談の実態 1.生徒から相談を受けることがある教師は半数以
上。小学校よりも中学校の教師の方がその割合
が高い。
2.中学校においては，生徒は多くの教師と関わる
ことができ，話しやすい教師を選べる。
25 岩瀧山崎
（2008a）
教師への援助要請スキルとパーソナリティ特
性との関連を検討。
パーソナリティ特性 1.言語による援助要請は，必ずしも外向性による
ものではない。
2.パーソナリティ特性のうち，先を見通したり，
問題解決に積極的に取り組んだりする「知性」
が援助要請に関与していた。
3.援助行動の促進により，援助要請行動も促進さ
れる可能性がある。
加えて，周囲の大人に援助要請ができるような介入も，不適応の予防につながると予測され，今後さ
らに検討されることが望まれよう。また，受容的な教育相談的対応が希望されていることから，教師
の対応に関する検討も必要であろう。
③ 友人を援助者とした研究
3件の文献の概要を以下に示す（Table.6）。永井新井（2005b）は，中学生の友人に対する相談行
動尺度を作成している。その結果，心理社会的問題に関しては，男子よりも女子の方が友人に相談
しているという性差を明らかにしている。また，悩みの程度が低い者よりも，高い者の方が相談して
いることが示されている。
継続研究として永井新井（2007b）は，援助要請（相談）時に生じる利益とコストの予測に着目し，
相談行動の利益コストに関する尺度を作成している。相談行動には期待される利益と問題の大きさ
が関わってくることを指摘している。また，心理社会の問題に関しては，相談行動の多さには相談
を回避することによって生じるコストの高さが，相談行動の少なさには相談を回避することによって
生じる利益の高さが関与していることを明らかにしている。
さらに永井新井（2008）は上記の尺度の改訂を行い，女子では相談を実行することによって生じ
る利益，回避することによって生じるコストが高いことを指摘している。また，男子では女子とは逆
の結果を得ている。
以上のことから，先行研究は相談の実行回避とそれによって生じる利益コストの要因から援助
要請行動を検討していることが確認された。学業的援助要請においても上淵ら（2004）などにより，
利益（利得）やコスト（損失）は取り上げられている。つまり，援助要請行動の検討においては，利益
コストの要因は不可欠であるといえよう。また，GTAによる面接調査においては，友人の他，教師
や保護者を対象としても利益コストの要因を踏まえた研究を行っている（永井新井，2007a）。
友人以外の相談相手に関し，利益コストを踏まえた，より詳細な分析も今後期待される領域であ
ろう。
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Table.6 友人を援助者とした研究（臨床的援助要請）
No. 研究者 援助要請の進め方 他の主な変数 主な結果
26 永井新井
（2005b）
中学生の友人に対する相談行動尺度の作成。 過去の悩みの経験
ソーシャルサポート
1.心理社会的問題への相談行動は，男子よりも
女子の方が高い。
2.心理社会的問題への相談行動は，悩み低群よ
りも悩み高群の方が高い。
3.学習進路的問題への相談行動は，悩み低群よ
りも悩み高群の方が高い。
27 永井新井
（2007b）
友人に対する相談行動と問題の程度，学校生
活満足度に加え，相談による利益とコストと
の関連を検討。
問題の程度
学校生活満足度
被援助志向性
1.相談行動の高さには，相談によって期待される
利益および問題の程度の高さが関与する。
2.相談実行によるコストは，相談行動とは関連し
ていない。
3.心理社会の問題では，相談行動の高さには相
談回避のコストの高さが，相談行動の低さには
相談回避の利益の高さが影響している。
28 永井新井
（2008）
相談行動の利益コストに関する尺度の改訂
をするとともに，性差と学年差を検討。
相談行動の利益コ
スト
被援助志向性
1.相談実行の利益と相談回避のコストは女子が高
い。
2.相談実行のコストと相談回避の利益は男子が高
い。
3.1年生は問題解決スキルが十分でなく，友人に
相談できない可能性がある。
④ SCを援助者とした研究
3件の文献の概要を以下に示す（Table.7）。大畠久田（2006）では，中学生のSCへの援助要請意
欲を把握するとともに，援助要請と自尊感情の関連を検討している。女子の方がSCを利用しようと
する意欲が高く，援助要請を希望していることが把握された。また，自尊感情との関連については，
女子は自尊感情が高いと援助要請に消極的に，男子は自尊感情の高低に関係なく援助要請に消極的に
なることが示されている。
佐光ら（2007）では，自由記述により，SCへの援助要請経験や期待するイメージなどを把握してい
る。そして，実際に援助要請経験があるのは全体の1割であること，SCのイメージとして「受容的」
「静か」などを示している。中学生がSCを相談相手としてとらえることに関しては，岩瀧（2008）に
おいても今後更なるプロモーション活動が求められることが示唆されており，同様の課題が提示され
ている。
小針（2008）は，中学生が悩みをもった場合，友人や親，教師などの身近な援助者が相談相手にな
っていることを述べたうえで，SCの有効性や実効性について，さらなる議論や実証が必要であるこ
とを提言している。
上記のことから，SCへの援助要請および相談に関しては，まだ十分に活用されておらず，今後期
待される部分が大きいことが明らかになった。また，他の研究でも指摘されているように，性別によ
りSCに対するとらえ方や関わり方が異なることが示されている。平成17年度より全国の中学校に
完全配置となったSCではあるが，援助サービスの充実のためには，今後さらに適切で効果的な介入
の探索が不可欠になろう。
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Table.7 SCを援助者とした研究（臨床的援助要請）
No. 研究者 援助要請の進め方 他の主な変数 主な結果
29 大畠久田
（2005）
SCの有する機能を有効に活用するため，SC
への相談を中学生はどのようにとらえている
のかを把握。
SCへの援助要請意
欲
自尊感情
1.SCに対する利用意欲に関しては，男子より女子
の方が高かった。
2.女子は自尊心が高いと援助要請に消極的になる
ため「認知的一貫仮説」が支持される。
3.男子は自尊心の高低に関係なく，援助要請に消
極的であり，男子に関しては「傷つきやすさ仮
説」もあてはまる。
30 佐光ら
（2007）
SCへの関わりや相談ニーズの把握。
SCに対する中学生のイメージを明らかにす
る。
自由記述 1.実際にSCに相談をしたり，話をしたりする経
験があるのは1割である。
2.相談を希望しているのは約3割。
3.SCに関しては，受容的静的イメージなどがあ
げられた。
31 小針
（2008）
中学生の悩みの有無を把握するとともに，悩
みの規定要因を分析。
悩みを抱えた場合の相談先の把握。
相談行動の利益コ
スト
被援助志向性
1.悩みをもっている者の場合，友人や親，教師な
どの身近な存在が相談相手になっている場合が
多い。
2.学業成績の悩みを抱えている者は，相談先がな
い。
3.悩みを抱えた場合，他者からサポートを受けつ
つ，自己アイデンティティを構築できる環境整
備が求められる。
IV 考 察
1.援助要請のとらえ方
本研究の文献検索の結果，援助要請は，学習行動における援助要請（学業的援助要請）と，臨床心理
学や社会心理学学校心理学分野での援助要請（臨床的援助要請）に大別されることが示唆された。
また，後者に関して発達段階で分類したところ，中学生では9件，大学生では20件の文献があげら
れた。つまり，中学生を対象とした研究は大学生を対象とした援助要請研究と比較し，今後の充実が
期待される。一方，小学生や高校生に関する調査が少ないこともあげられるが，それだけ中学生の発
達段階における援助要請研究が重要であるといえる。また，大学生に関しては「学生相談」を充実さ
せていくための取り組みとして，援助サービスシステムの構築などがあげられている。これらの点を
ふまえ，学校教育相談も参考にする部分があるといえる。
また，中学生の援助要請に関しては，文献検索におけるキーワードのヒットから，行動よりも志向
性や態度の方が取り上げられている。村山（2004）では，行動よりも意図や目標を重要視することが
述べられているものの，双方からのアプローチが欠かせないことも提案されている。そのため，今後
は援助要請における行動を取り上げていくことも必要であろう。認知行動療法では，認知や行動，そ
の他の中で最も変容が期待できる，あるいは最も関わりやすい部分から介入していくことがあげられ
る。そのため，行動の面から関わりやすいケースに関しては，援助要請行動によるアプローチが有効
であるといえよう。また，岩瀧山崎（2008b）では，小学校6年生に対し，ソーシャルスキル
トレーニングによる介入の結果，プレテストではソーシャルサポートが援助要請スキルの実行に関与
していたが，ポストテストではソーシャルサポートにかかわらず，援助要請ができるようになったこ
とを示唆している。この点からも，行動面に着目した研究は，さらなる検討が求められよう。
2.学業的援助要請に関する先行研究から得られた知見
援助要請における質の違いがあり，発達段階によって変容していくことが示された。教育心理学に
おいても依存から自立への変容が指摘されていることから（保坂，1998），この点を踏まえた検討は必
要であろう。特に中学校期は青年期にさしかかることによって，まさに自立が始まる段階である。ま
た，達成目標との関連も不可欠な要因であることが示された。特に自分自身の能力を高めていく熟達
目標との関連は重要である。中学生が援助要請を行う場合について，目標のとらえ方，質なども明ら
かにしていくアプローチを検討していく必要があろう。
3.臨床的援助要請に関する先行研究から得られた知見
本稿では援助要請を行う対象者ごとに文献を分類した。多くの先行研究が援助要請に関わる態度や
行動を把握するとともに，悩みや問題に関しても実態調査を行っていた。その結果，性差を取り上げ
たほとんどの結果において，男子よりも女子の方が援助要請や他者への相談を行うこと，悩みを抱え
る傾向にあること，困難な出来事に遭遇していることが明らかになった。援助要請における性差に関
しては，一概に言えないことが指摘されているが（水野石隈，1999），中学生に関しては女子の方が
問題を抱えるとともに，援助要請を行っていることが示された。今後の研究においても，性差の検討
は欠かせない。
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援助者に関しては，中学生は同年代の友人，あるいは保護者などの家族が身近な存在としてとらえ
られており，相談や援助要請がなされていることが明らかになった。一方，教師やSCなどに関して
は，相談のできる領域（進路や成績など）があるものの，相談のできない領域（友人同士の関係や身体に
関わることなど）もあることが示された。
また，問題そのもののとらえ方としては，特に問題を大きくとらえている者ほど援助を要請するこ
とが確認され，どの領域においても友人や家族に相談していることが把握されている。しかし，友人
に相談をしたくてもできない者や，友人に相談をしても解決のできない場合があること，さらに友人
に相談をすることによって秘密が漏れるのではないかというコストが生じ，援助要請の対象としての
友人の限界も示唆されている。これらに対しては，相談相手としての友人の機能を促進させる取り組
みがあげられよう。つまり，友人同士のリレーションを深める，あるいは自分自身での問題解決スキ
ルを高める教育相談的介入などが期待される。しかし，友人同士での問題解決においては援助評価も
大きく影響することが指摘されており（本田，2008など），更なる検討が求められる部分である。一方，
教師やSCに関しても，今後さらに適切な関わりが期待されているといえるだろう。教師を援助要請
対象のひとつとしてとらえられることは，問題解決に向けたポジティブな取り組みができることであ
り，適応を保ったり，不適応を予防したりすることにつながるといえる。教師への援助要請に関して
は，今後，利益の面を示唆したり，受容的に対応したりすることによって，問題の解決や緩和につな
がることを示していく必要があろう。特に教師に援助要請を行う場合には，援助不安が関与すること
などが指摘されている。これに対しては，中学生の自立心や自尊心を尊重した，教師の適切な対応が
不可欠になってくるだろう。SCに関しては，すべての中学校に完全配置されるようになったものの，
より充実した介入が検討される余地が多い。しかし，SCのサポートは生徒への直接的な援助のみな
らず，教師へのコンサルテーションや情報交換などにより，間接的に生徒を援助していくことにもつ
ながるといえる。SCにはプロモーション活動だけではなく，配置校の実態に即し，生徒や教師がど
のような援助を求めているのかを把握したうえでのサービス提供が求められよう。
V 総合考察
本稿では中学生の援助要請に関し，学業的および臨床的な側面からの文献研究を進めていった。学
業的援助要請においては，援助要請そのものの質や大きく関与する要因について把握することができ
た。また，臨床的援助要請においては，中学生は問題の深さや種類，援助者に応じて利益やコストの
面を予測し，援助要請を行っていることを把握できた。今後は，以下の点を加味した継続研究検討
が望まれよう。
まず，自己援助や自立の観点から，自分自身や友人同士での問題解決能力を身につけさせていくこ
とが不可欠である。問題を抱えた場合，多くの者がまずは友人に相談をもちかけていた。このことか
ら，最初の援助者が友人になる可能性は高い。そのため，自分自身の問題を話せる友人関係を構築で
きる教育相談的介入が欠かせないといえる。
次に，友人に相談した，あるいは自分自身で努力をしたものの，問題解決ができない場合がある。
この段階で教師やSCに相談できるかできないかが，今後の適応に大きく影響することが予測される。
例えば菅野（1995）では，教師との短時間の面接が有効であることが提案されている。つまり，問題
を抱えていない段階で，教師と話す機会を設定することによって，教師サポートが知覚できたり，教
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師に援助要請をすることによって得られる効果を知ったりすることができよう。教師が個別に対応す
る場合には，このような取り組みも有効である。また，岩瀧山崎（2008b）では，学級集団でのグル
ープエクササイズに学級担任が加わったことで，子どもたちの教師サポート知覚が上昇したことを明
らかにしている。学校や生徒の実態により，行動面などに着目したグループアプローチも取り入れて
いくことが可能であろう。
また，SCも教師と同様に有効な援助資源である。高野宇留田（2004）では，学生相談の見地より，
援助サービスの向上のために，相談室の立地条件メールなどを利用した相談の媒体広報活動など
を充実させることを提案している。学級担任や教育相談担当との連携を深めることで，より質の高い
援助サービスの提供が期待される。
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